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 はじめに 

情報メディアセンターが企画・運用している教育研

究システム（以下，教研システム）は，主に大学・短

大を中心としつつも初等部・中等部・高等部でも一部

システムが利用されている教育・研究用途の各種シス

テムである．2017年4月に現システムへの更改を行い，

その安定稼働ならびにユーザーへの利活用支援の拡充

に取り組んできた．また，運用面では課題管理システ

ム（Redmine）を用いて運用業務委託の常駐員と本学教

職員の間で情報を共有・蓄積・活用に努めている． 

本稿では，教研システム運用の体制を述べ，教室据

え置きや貸出用に導入しているパソコン（以下，教研

PC）の利用状況について報告し，今後の展望について

報告する． 

 教研システムの運用体制 

本章では教研システムの運用体制，それを支える各

種情報共有ツールならびに緊急時の体制について述べ

る． 

 構成員 

教研システムの運用は，業務委託 10 名，職員 4 名，

専任所員 5 名（うち，3 名については 2019 年度基幹ネ

ットワーク系システム更改を主としている）の計 19 名

で構成されている．日々のメンテナンス・障害対応・

申請に基づく登録・設定変更は基本的に業務委託して

おり，課題解決・他部署連携において教職員も協働し

ている． 

 情報共有ツール 

2.2.1  メール 

拠点が両キャンパスに分かれており，シフト体制を

組んでいることもあり，情報共有手段はメールを主と

している．内部の情報共有メーリングリスト（以下，

ML），ベンダーへの問い合わせ対応ML，障害通知ML

の 3 つのMLを使い分けている（図 1）．それぞれ配信

先は一部異なっており，特に対外的なやりとりとなる

ベンダーへの問い合わせ対応 MLについては，専任所

員間での引き継ぎや他の担当との共有も兼ねて，全員

に配信している． 

2.2.2  運用支援システム 

教研システムが正常に稼働しているかどうかは，監

視ツール（OpManager）で監視し，障害検知時には障害

通知MLに通知するようにしている．また，現状の仕

組み・ルールでは対応できない要望の実現方法やシス

テムトラブルへの対応については，課題管理システム

（Redmine）で管理している．課題管理システム上の更

 

図 1 : 教育研究システム運用のメーリングリスト 

† 青山学院大学附置情報メディアセンター 
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新はすべてメールで通知され，情報共有を図っている． 

2.2.3  チャット 

専任所員間ではチャットツールを用いて日々の情報

共有・課題への対応方法の検討などを随時行っている．

情報メディアセンターの部局メールには Google が教

育機関向けには無料で提供している G Suite を利用し

ていることから，リアルタイムコミュニケーション手

段として 2014 年度から Google ハングアウトを用いて

きた．緊急時には複数人でビデオ会議・音声会議をす

ることもできることから重宝してきた．しかし，複数

の課題が同時並行で発生し，情報共有・議論をする際

に各発言がどの課題への発言なのか分からず，認識に

齟齬が生じることがあった．他方，Slack などの別のツ

ールの活用も検討したが，情報が分散してしまうこと，

ID 管理が煩雑になることから，採用は見送っていた． 

2018年 2月 28日に正式リリースされたGoogleチャ

ットは，各発言への返信という形で発言の小グループ

を作れることから，議論がしやすくなると考え，サー

ビスリリース後に乗り換えて，現在に至っている．リ

リース当時は通知がなかったりアプリケーションが無

応答になったりなどの不具合もあったが，2019 年 1 月

現在は安定して利用できている． 

2.2.4  ファイル共有 

構成員内においては，ユーザーID と LDAP パスワー

ドで認証を取るファイル共有サーバを用いている．障

害対応時のログ解析など，ベンダーとのファイル共有

においては，2017 年度教育研究システム更改にて構築

し利用した ownCloud を継続して利用している． 

 コミュニケーションマネジメント 

定例ミーティングを隔週で開催し，主に課題管理シ

ステム上の残存課題を議論・解決している．また，主

ベンダーと月次定例を開催し，システムトラブルの情

報共有・予兆把握に務め，運用回避しているトラブル

の根本解決策を検討している．また，トラブルの発生

したシステムに対しては，随時ベンダーと打ち合わせ

を実施している． 

 緊急時の体制 

情報メディアセンターは青山キャンパス，相模原キ

ャンパスにそれぞれ拠点を持ち，システムや窓口だけ

でなく，構成員も両キャンパスに配置されている．特

に相模原キャンパスにおいては B 棟の 2 階・4 階・5

階とフロアが分かれている．また，教員は授業等の教

育活動もあり平日日中帯に必ずしも全メンバーが対応

できる状態ではない．また，情報共有手段も対面・内

線電話・外線電話・メールと多岐にわたり，緊急性が

高いほど電話によるリレーのような情報伝達が 20 名

を超えるメンバーの中で相互に行われる． 

問題の早期解決に取り組むにあたり，複数の拠点に

分散した構成員間での情報共有にかかるコスト・教員

の授業対応に伴うメンバー引き継ぎが課題となってい

た． 

2018 年からは，構成員全員に G Suite のアカウント

を配布するようになったことから，Google のファイル

共有サービスの活用を検討し，以下のルールで緊急時

の体制・情報共有を行うこととしている． 

 

1) Google ドキュメントを作成し，全メンバーに周知

する 

2) 以下の内容をテンプレートとして用意する 

(ア) 障害切り分け 

(イ) 障害発生開始時刻 

(ウ) 時刻，氏名，作業内容の記録 

(エ) ユーザーへの対応・周知 

ポータル，AIM ウェブサイト，CoursePower

上のお知らせ，教室内掲示，教務・学務経

由の先生方への連絡，研究室へのポスティ

ング，ポータルログインページ，メール・

電話問い合わせに対する事後対応 

3) 発生している問題に今現在専従している専任所員

の名前・居場所を明記することで，今誰に連絡すれ

ば最新の情報を持っているかを明らかにする 

4) 集約した情報を随時Googleドキュメントに加筆す

る 

 

また，問題が解決した後の振り返り項目として以下

を用意している． 

 

1) 障害の原因 

2) 再発防止のための改善 

3) 認識した留意点 

4) フリーコメント 

 

本フォーマットは，2017 年後期に「このような方法

が良いのではないか」と専任所員で検討が始まった直
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後に CoursePower のログイン障害が 2017 年 12 月に発

生し，まずはGoogle ドキュメントを準備して最新の情

報を共有する，という中で作成されたプロトタイプで

ある．その後，活用するような問題は発生していない． 

 教研 PCの利用状況 

本章では 2018 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの教

研 PC の利用時間と利用アプリケーションについて述

べる．利用時間については，各キャンパスの設置用途

別の利用時間分布から利用時間の違いについて考察す

る．利用アプリケーションについては，設置用途別に

キャンパスの違いを考察する． 

 利用時間 

 1 分未満の利用については，ログインはしたが何ら

かの理由で使わずに離席したと考えられる．また，600

分以上の利用については特殊な用途と考えられるため，

除外している． 

3.1.1  青山キャンパス 

図 2 は，青山キャンパスの PC 教室の利用時間であ

る．各 PC 教室の利用時間は 90 分に集中しており，当

然ながら授業での利用が多いためである．同様の傾向

はCALL教室の利用時間でもみられ，図3に示すCALL

教室の利用時間も 90 分に集中している． 

図 4 は，青山キャンパス公開 PC 室の利用時間であ

る．特徴的なのは，214,215 は利用時間が少ない時間帯

に集中していることである．214,215 は 2017 年度の教

研システム更改より，PC を備えたラーニングコモンズ

として運用している部屋である．これらの部屋で PC

利用時間が少ない時間帯に集中しているのは，複合機

への印刷のための一時的な利用が多いためと推測され

る． 

また，2 号館 2 階の部屋（222,224）は，１階の部屋

（211,213,214,215）よりも長い利用時間となっている．

これは，2 階のほうが比較的利用者が少なく，落ち着

いて長時間作業ができる環境にあるためと思われる． 

図書学習室，図書館 1 階・地下 1 階の PC について

 

図 2 : 青山キャンパス PC 教室利用時間 

 

図 3 : 青山キャンパスCALL教室利用時間 

 

図 4 : 青山キャンパス公開 PC 室など 
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は，211 とほぼ同様の利用時間傾向であることがわか

る．一方で，国際交流センター・進路就職センターに

設置されている PC の利用時間については，214 とほ

ぼ同様の傾向にある． 

図 5 は，青山キャンパスの貸出ノート PC の利用時

間を月別に集計したものである．貸出ノート PC につ

いては，従来からの講師控え室での貸出に加え，2017

年度からは 215 のラーニングコモンズにて学生向けの

貸出サービスも開始した．利用時間は 100 分前後に集

中しており，最大利用時間が 150 分を超える月もみら

れる．2 月，3 月，8 月については学生向けの貸出は行

なっていないので，１台あたり２〜3 時間程度かかる

メンテナンスでの起動によるものが多くを占める． 

3.1.2  相模原キャンパス 

図 6 は，相模原キャンパスの PC 教室の利用時間で

ある．中央値は授業時間である 90 分に集中している

が，B420a，B402b は 40 人前後の教室で 60 分から 90

分の利用が半数を占める．一方そのほかの教室は，100

分を超える利用も多い．これは，2 コマ連続の演習系

授業が配置されているためと考えられる．一方，B425

は B423，B424 と同じ形・席数の教室にも関わらず，

他の PC 教室と傾向が異なっている．B425 はエスカレ

ーターから一番近く，入室しやすいため，授業で利用さ

れていない時間に公開 PC 室としての利用が多いためと

推測される． 

図 7 は，CALL教室の利用時間である．こちらも PC

教室と同様に，授業時間である 90 分前後に集中して

いる．一方，B303，B408 は短時間の利用も長時間の利

用もある．授業期間外においてもオープン利用が可能

な教室として開室しているためと考えられる． 

 

図 5 : 青山キャンパス貸出ノート PC  

図 6 :相模原キャンパス PC 教室利用時間 

 

図 7:相模原キャンパスCALL 教室利用時間 

 

図 8:相模原キャンパス公開 PC 室など利用時間 
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図 8 は，公開 PC 室などオープン利用が可能な場所

に設置された教研 PC の利用時間である．40 分前後の

利用が多いことが分かる．B421 や図書館といった多数

のパソコンが並んでいる場所の利用時間は比較的長い．

一方，サポートラウンジの利用時間が極端に短いのは，

オープン利用できる端末が 4 台あるものの，サポート

ラウンジ窓口での問い合わせ時に何かの操作方法をレ

クチャーしたりする際に利用するためと考えられる． 

図 9 は，貸出ノート PC の利用時間である．長期休

暇期間である 2 月，3 月，8 月は極端に利用時間が短い

が，これはメンテナンスのための起動確認等が主であ

ったためと考えられる．貸出ノート PC は，教室など

に据え置かれているパソコンと異なり，無線 LAN で

の利用となるため，利用者個人の ID とパスワードで

はなく，電源を入れると自動でログインまで処理され

るようになっている．このことから，メンテナンスの

ための利用と貸出利用，またその利用者が教員なのか

学生なのかを容易に判別することができない．しかし

ながら，教員向けの貸出とほぼ同数の学生向け貸出が

あるにも関わらず，約 90 分の利用が多いことから，学

生の利用も約 90 分であると推測される．また，1 月に

は約 200 分の利用も多く，学生向けの貸出サービスに

おいても発表練習等をしている光景がしばしば見受け

られることから，卒業研究発表のある学部がある相模

原キャンパスの特徴であると言える． 

 利用アプリケーション 

2018年 1月 1日から 12月 31日までの設置場所の用

途別に，アプリケーション起動回数から各キャンパス

の特徴について考察する． 

なお，MovieTeleco は語学学習支援用のアプリケーシ

ョンであるが，教研 PC にログインした際にバックグ

ラウンドにて自動で起動するため，起動回数が多い．

またMicrosoft Word 2016 については設定に手違いがあ

り，起動回数を記録できていない． 

3.2.1  各キャンパスの PC教室 

表 1 は，PC 教室におけるアプリケーション起動回

数である．キャンパスの違いは，青山キャンパスでは

SPSS_stats，Mozilla Firefox，ArcGIS_ArcMap が使われ

ていることが特徴的で，相模原キャンパスでは Visual 

Studio 2015，processing，Cygwin64 Terminal が使われて

いることが特徴的である．また，MovieTeleco の起動回

数から，キャンパスの所属学生数比は青山 4:相模原 1

であるが，パソコンのログイン回数は青山 1:相模原 2

となっており，学生１人あたりに換算すると，青山キ

ャンパス所属の学生より相模原キャンパス所属の学生

が約 8 倍，授業で教研 PC を利用していると言える． 

3.2.2  各キャンパスの CALL教室 

表 2 は，CALL 教室におけるアプリケーション起動

回数である．青山キャンパスではGinger，相模原キャ

ンパスでは CaLaboEX が特徴的である．CaLaboEX は

教卓機で起動するアプリケーションであり，それが起

動回数上位に出現していることから，CALL 教室にお

 

図 9 : 相模原キャンパス貸出ノート PC 

表 1:PC 教室のアプリケーション起動回数 

 

表 2:CALL教室のアプリケーション起動回数 
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いて利用されるアプリケーションは限られたものに集

中していると考えられる． 

他方，両キャンパス共にMicrosoft Excel 2016 が出現

しており，語学学習における Excel の利用が多いこと

が明らかとなった． 

3.2.3  各キャンパスの公開 PC室など 

表 4 は，公開 PC 室など，授業時間外でも基本的に

開室しておりオープン利用ができる場所に設置されて

いる教研 PC におけるアプリケーション起動回数であ

る．表 1 で示した PC 教室におけるアプリケーション

の利用に近く，青山キャンパスでは SPSS_stats や Stata-

64 を用いた統計系の学習，相模原キャンパスではVis-

ual Studio 2015 やCygwin64 Terminal などのプログラミ

ング系の学習をしていることが伺える． 

一方，PC 教室ではキャンパスの所属学生数比とは異

なり青山キャンパスの方が利用回数が多い結果となっ

ている．公開 PC 室の混雑状況からも実感しているこ

とではあるが，授業におけるパソコンの利用度合いと，

学習活動や就職活動などにおけるパソコンの利用度合

いには関係がないことが分かる． 

3.2.4  各キャンパスの貸出ノート PC 

表 5 は，貸出ノート PC におけるアプリケーション

起動回数である．貸出ノート PC には，講師控え室に

おける教員向けの貸出と，AIM コモンズ（ラニングコ

モンズ）における学生向けの貸出の両方が含まれる． 

青山キャンパスでは SPSS_stats，Windows Media 

Player，相模原キャンパスでは Jupyter Notebook，Note-

pad が特徴的である．また，両キャンパス共にメディ

ア再生系のアプリケーションの利用が目立つ．また，

相模原キャンパスにおいては Microsoft PowerPoint 

2016 の起動回数が Internet Explorer の起動回数に近く，

プレゼンテーション利用が多いことが特徴的である． 

 おわりに 

本稿では，教研システムの中でも比較的ログの取り

やすい教研 PC に絞ってデータを分析し，まずは利用

時間とアプリケーションの利用状況を把握した． 

利用時間の測定データをより詳細に分析することで，

学生の学習活動を妨げないためには何台のパソコンが

どこにあると良いのかを予測し，次期教育研究システ

ムに繋げられると考えられる． 

アプリケーション利用回数については，今回は使わ

れ方を考察した．他方，教研 PC の運用管理において

は，全台にインストールするライセンスがない，フリ

ーソフトであったとしても全台にインストールすると

容量が足りない，と言った課題から，インストール先

が限られているアプリケーションがある．これらの一

部アプリケーションの利用状況をより詳細に分析して

ライセンスの必要数を最適化すると共に，余計なアプ

リケーションを削除し，必要なアプリケーションは全

台にインストールできるようにしたい．場所によって

利用できるアプリケーションが異なる状況をできるだ

け避けることが，利便性の向上に繋がると考える． 

今後は，オンデマンドプリントシステムやコピーレ

ポートチェックなど，教育研究システムとして提供し

ているサービスの利活用ログを収集・分析して次期教

育研究システムの要求定義に反映する．また，そのロ

グの収集・分析プロセスから，現システムのログの項

目や出力機能の不足を明らかにし，次期システムの機

能要件として反映したい． 

 

 

表 4:公開 PC 室などのアプリケーション起動回数 

 

表 5:貸出ノート PC のアプリケーション起動回数 

 


